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は、健康科学上重要な課題であると考えられる。
現在までの成果：
研究の詳細は、３月発行の 21年度体育スポー
ツ科学学会雑誌に掲載される。
今後の方針：
更に標本数を増加させて、最終結果を出し、論
文化する。
２．指圧の血行動態に及ぼす効果
共同研究者：
小野浩二，上村孝司，竹川智樹，海保享代，窪
山　暁，渡辺　剛
目　　　的：
指圧部位については、近年WHOが経穴点を定
めた。指圧が血圧に及ぼす影響については、俊敏
な反応変化であり、従来の血圧計では検出しにく
く、十分な報告がない。今回非観血型連続血圧計
を用いて、指圧の部位、左右差について、検討し
た
方　　　法：
健康な青年男性に対して、10秒間の指圧を行
った。部位、場所、左右差は、無作為に決定した。
指圧連続指血圧測定装置（Finometer，Photal社）
を用いた。 心拍数（HR）、 収縮期血圧（SYS）、
拡張期血圧（DIA）、平均血圧（MAP）、心拍出
量（CO）、一回拍出量（SV）、体血管抵抗（TPR）
を分析した。
結　　　果：
左右差は見られなかったが、指圧時に、心拍数
の変化はなかったが、収縮期血圧が上昇し、血管
抵抗の上昇によると考えられる反応が見られた。
考察と結語：
経穴点の圧迫による血圧の変動は主に自律神経
反射によると思われるが、その反応と部位による
反応の相違について、今回明らかにしえた。
現在の成果：
一例の報告であるが、施行の回数、部位の選択
等の方法論には問題がないので、学会への報告と
論文の作成を急いでいるところである。
今後の方針：
本研究は、NPO多摩ウェルネスセンターの障
害者研究支援プログラムの一環でもある。実験方
法は安定できたと考えられるので、今後、簡略し
た測定系の元で、健康な成人を対象に標本数を増
加させていく予定である。
図１　マッサージによる収縮期・拡張期・平均血圧の変化
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３．運動負荷時における血行動態の変化
共同研究者：
上村孝司，海保享代，木村真優子、伊藤挙、吉
岡耕一、渡辺　剛
目　　　的：
運動負荷時の連続的血圧の変化について、測定
系の面で、研究が少ない。また運動負荷時の呼吸
停止負荷については、我々の報告を除いて、他に
報告を見出せない。
方　　　法：
対象は、安静および、エルゴメーターによる運
動負荷時に健康な一般人および学生を対象に、男
女４群、各群６人である。安静時と姿勢、エルゴ
メーターを用いた運動負荷時、酸素負荷時の血行
動態、呼吸動態を測定する。前述の非観血型連続
血圧測定とともに、同時にマスクを装着し、呼吸
機能を測定する。 運動負荷時に、20秒間の呼吸
停止負荷を行う。
現在の成果：
複雑な測定系のために、経験を要した。ようや
く安定した測定結果が得られるようになり、現在
３人の実験結果が得られている。
今後の方針：
今後、所定の標本数を得るまで実験を続ける予
定である。
